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(ア) 成果①：ブローカー要件案/課題と解決策

分類 要件名 説明 必須 推奨

機能要件
(データ利
活用)

データ参照 データ参照の要求を受付け、外部サービスが保持するデータを返却可能なこと ○

データ参照の要求を受付け、データストア機能に蓄積されたデータを返却可能なこと ○

API仕様 データ利活用の利便性を考慮し、標準ルールに沿ったAPI（REST等）を提供可能なこと ○

データ変換 外部サービスへの接続時、接続先のインターフェースに合わせたデータ変換が可能なこと ○

機能要件
(データ収
集)

データ更新 データ提供者からデータを受付け、必要なサービスへデータを送信できること ○

データ提供者からデータを受付け、データストア機能に蓄積可能なこと ○

API仕様 多種多様なアセットからのデータ収集を想定し、標準APIに限らず様々な接続方式に対応
可能なこと

○

非機能要件 性能 5分野以上の先端的サービス間のデータ連携が出来ること ○

2段以上のデータ仲介が出来ること
※ 接続する他都市のブローカーを経由して他都市の先端的サービスへアクセスする想定

○

リソース拡張 利用状況に応じた柔軟なリソース拡張が行えること ○

 ブローカー要件（案）

 データ連携基盤導入時に想定される課題に対する解決策
課題 解決策（案）
既存システム/アセットにあわせたインターフェース変換をす
る機能がない

ETL等の機能を組み合わせることでインターフェース変換機能を実装し、
既存システムへの影響を最小化する

連携対象分野数増加による性能低下 スケールアップまたはスケールアウトによりブローカの性能を拡張する。
スケールアップには限界があるため、スケールアウトによる拡張を考慮し
た構成にするのが望ましい。

大容量データの連携 オンラインストレージ等にデータを格納し、データ格納先（URL等）をブ
ローカーで仲介するのが望ましい。

資料２



5「スーパーシティのデータ連携基盤に関する調査業務」

(ア) 成果②：各種データに対する取扱い

メタデータ データ本体

静的/動的 ー 静的 動的
パーソナルデータ形式

ー テキスト 地理空間 バイナリ テキスト 動画
(ストリーム)

データ分散
方式

対象外
(※1) 必須 対象外

(※2) 必須 必須 対象外
(※3) 必須

データ蓄積
方式

対象外
(※1)

原則不可
(※4)

対象外
(※2)

原則不可
(※4)

原則不可
(※4)

対象外
(※3)

原則不可
(※4)

(※1)：データカタログ等の専用機能で管理されるため、ブローカー機能の対象外とする 。
(※2)：地理空間情報のうち、地図や構造物などの情報は専用の配信機能（GIS等）が必要なためブローカー機能の対象外とする。

通常のテキストデータ、バイナリデータと同様に扱えるものは取り扱い可能。
(※3)：VMS等の専用機能で管理されるため、ブローカー機能の対象外とする。
(※4)：データ分散方式を原則とするが、データ連携基盤運営者が保持するデータであればデータ蓄積方式も可能とする。

凡例
・必須 ：スーパーシティのブローカー機能として取扱い必須
・原則不可：原則として取り扱い不可ではあるが、特定の条件下でのみ取り扱い可であるもの
・対象外 ：ブローカー機能の対象外
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(ウ) 成果：データモデルの方針

 データ連携等に関する検討会で検討しているデータモデルに対し、
それぞれのデータ項目の詳細を記載。

文字 住所等
外国語表記・ピクトグラム 連絡先
日時 センサーデバイス
緯度・経度

データモデル
土地 交通
建物 イベント
施設 センサーデータ
出入口 建物内、地下街
設備 地下埋蔵物
道路 オブジェクト
地物

 基本データ
すべてのデータモデルで共通的なデータモデルを定義

 データモデル
地理空間データの基盤となるデータを対象とする。スマートシティの中核である地物と移動体を中心に検討。
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